
インターネットの植物図鑑より：ギンモクセイは一般的には、高さ3～6mの常緑小高木、葉
は枝から対になっており、革質で厚みあり、葉の周囲は細かい鋸歯状か全縁　花は白、花
期は９～１０月　樹皮が動物の犀に似ていることから、漢字では「銀木犀」と表記
桜本坊のギンモクセイは幹回：2.0m、樹高：8m、樹齢：350年（推定）、葉は鋸歯状が確認
できず。

桜本坊は金峯山修験本宗別格本山。本尊は鎌倉時代の木造彩色役行者倚像で重要文
化財。大峯山護持院の一つでもあり、修験道の祖と言われる役行者像が境内にも見受け
られる。本寺院の名前の由来にもなった、大海人皇子の伝説でゆかりの「夢見の桜」があ
り、満開の桜も見事に違いないが、ギンモクセイが匂いを放つ時期に再訪したいものであ
る。
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奈良県指定文化財調査票

吉野郡吉野町吉野山

桜本坊（さくらもとぼう）

１株

指定年月日 １９６７年（昭和４２）１１月２５日

所有者
管理者

員数

文化財名

種類

調査日

調査者名

所在地

日

桜本坊のギンモクセイ

記入者 神野一美

亀田 神野 鈴木　

年2021 3 月 13

東辻

桜本坊の開門時間内なら見学自由

管理が行き届いているため特になし。全国には樹齢４００年、５００年、あるいは８００年と
推定されるギンモクセイもあるため、この木もますます樹齢を重ねていって欲しい。

寺（桜本坊）の境内にあるため手入れは行き届いており、特に問題はないと思われる。

補足 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

非常に
悪い

無し

（樹木名） ギンモクセイ （樹齢） ３５０年（推定）

史跡 名勝
天然

記念物
有形民俗
文化財

その他 （　　　　　　　　　　　）

前田



桜本坊の説明板 桜本坊の山門

文化財名 桜本坊のギンモクセイ

奈良県指定文化財調査票（写真）

日

調査者名

調査日 記入者 神野一美2021 年 3 月 13

亀田 神野 鈴木　 東辻 前田

ギンモクセイ全体 枝分かれ

ギンモクセイの葉「天然記念物銀木犀」の札がある


